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学長　白石 隆

政策研究大学院大学（GRIPS）は民主的統治を担う指導者の養成を目的とする大学です。建学の

理念に見る通り、本学はこの目的を達成するために、大きく3つの課題を掲げております。

その一は、国際的な舞台で活躍できる、高度のスキルを持った、賢い政策のプロフェッショナル

を育成するということです。GRIPSは大学院大学で、学生の主体は修士課程の学生ですが、世界的

に見れば、博士号の学位取得が政府や民間で働く人にとっても重要になってきております。本学は、

日本の他の大学の公共政策大学院とは違って、今から政府や民間に入る人を教育する場ではなく、

ミッドキャリアの政治家・行政官・企業人を政策のプロフェッショナル、将来の指導者として養成す

ることをその目的とします。修士課程、博士課程の充実においても、この目的を常に念頭において、

考えていきたいと思います。

その二は、学際的な政策研究の促進です。そのためには、政治学、行政学、経済学といった1つ

の専門（ディシプリン）を学ぶだけではなく、それを基盤として、政策を学際的な応用問題として考え

る必要があります。

その三は、世界的な政策研究・教育拠点の形成です。GRIPSは、日本の大学としては、学生・

教員・事務、すべて、きわめて国際的な環境にありますが、これを一層、推進し、政策研究におけ

る世界的な拠点として発展していく必要があります。GRIPSのライバルは国内の大学ではありません。

GRIPSのライバルは世界のトップクラスの公共政策大学院です。

では、GRIPSは、こうした課題達成のために、これからなにをなすべきか。

第一に、博士課程プログラムの充実と強化、そして有機的連携の促進です。

現在、GRIPSには7つの博士課程プログラムがありますが、専門（ディシプリン）の訓練と並んで、

学際的な博士課程教育を提供する必要があります。また将来的には、国家建設・経済発展、科学

技術政策等の分野において、プログラムの充実が必要であると考えています。

第二に、修士課程プログラムについては、GRIPSの学生が、プログラム横断的に政策研究の共

通基盤を学ぶ機会、GRIPS experiencesとも言うべき機会を提供する必要があると考えております。

第三に、GRIPSが、建学の理念に示されるschool of policy studiesとして発展していく上で、

GRIPSの教員が、国内外の研究者と共同して、学際的に（インターディシプリナリーに）研究するよう、

奨励する必要があります。

第四に、一生を大学で研究者としてすごしてきた人たちと、長年、政府で実務を担当したことのあ

る人たちのあいだの協力、協働を、教育と研究において、具体的に、目に見えるかたちで、実現し

ていくことです。政策研究は、大学で博士号を取り、そのあとずっと大学の教員・研究者としてすご

してきた人たちだけでできるものではありません。政府には、政策とそのフィージビリティ（実現可

能性）について、実に多くの知見をもった人たちがおります。そういう人たちを政策研究と教育にどう

活用していくか、これを、六本木と霞が関の距離感をもって、模索していきたいと思います。

第五に、外国人の教員をもっと充実する必要があります。GRIPSの学生の三分の二は留学生です。

しかし、教員の中には、それほど多くの外国人の教員がいるわけではない。しかし、多様なバック

グラウンドと専門と知見をもった教員の存在は、GRIPSのような大学、政策研究において世界的拠

点となることをめざす大学にとっては、決定的に重要です。

第六に、全学的に、また特に留学生と日本人学生の間で、日常的にインターラクションをもっと進

める必要があります。同じ場所と時間を共有し、同じ教室で一緒に学び、同じ問題を一緒に考える、

そういう協働の経験は、一生の財産になります。教員の構成、カリキュラムの編成等もふくめ、こう

したインターラクションをもっと推進し、GRIPSコミュニティのみんなが、専門（ディシプリン）を大事

にしながらも、これを超え、研究者と実務家の壁を超え、日本人と外国人の違いを超え、創造的な

ものを生み出す場をつくっていく、それを大いに期待します。

どんな大学でも、すばらしい研究業績をもったすばらしい教員がおり、すばらしい学生がいて、そ

ういう人たちがやがて、世界各地で指導者として活躍するようになる、そういう教員と学生を得て、

そういう人たちを支える環境を整えることができれば、世界的に競争力のある大学を創ることができ

ると思います。それを政策研究教育の分野でぜひ実現してみたい。それは、GRIPSコミュニティの

成員が、そういう目的を共有し、その実現に向けて一緒に努力することではじめて可能になります。

そうした努力をGRIPS一丸となって、これからの4年間進めていきたいと考えています。

学長からのメッセージ
GRIPSへようこそ

ロゴマークについて

GRIPSのロゴマークは、日本刀をモチー

フとする6本の曲線から構成される3つ

の弧を空白に切り込むよう配置すること

で、歴史的経験に立脚しながら未来を

切り開こうとする使命感を表現していま

す。また、弧線は多様な主体が連携、

融合し、鮮やかに活動を展開する躍動

感を、中央に形作られる中央の空間は

限りない可能性を表しています。紫色

「パンセ（フランス語で、「思想」「考える」

の意）」を採用することで、知性、気品

を表現しています。

しらいし・たかし
1986年コーネル大学博士号（歴史）取

得。1979年東京大学教養学部助教授、

1987–1996年コーネル大学アジア研究

学科・歴史学科助教授、准教授、教授

を経て、1996年京都大学東南アジア研

究センター教授。2000年本学客員教授、

2005年本学副学長、教授、2007年アジ

ア経済研究所長、2009年本学客員教授、

内閣府総合科学技術会議議員、2011年

本学教授、同年4月に学長就任。専門分

野は地域研究、国際関係論、政治学。

2007年に紫綬褒章受章。
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GRIPSは公務に対して強い情熱を有する人々のミニ・グローバル・
コミュニティーです。教授陣の構成の多様性もGRIPSの強みです。

学者として卓越した経歴を有する教授と様々な公務の
経験を有する教授が公務の世界で成功するため
に必要な理論と実践とスキルを教授します。

政策をつくり、評価することは、たいへん難しいことです。

理論と現実の両方を広く深く理解しなくてはなりませ

ん。GRIPS にはそのための最適のリソース－多
彩な教師陣と世界から集まる学生たち、そして

国内外の政策研究ネットワークがあります。

GRIPSは、世界中から政策研究に携わる学生と、研究者及び公務
経験豊かな元行政官等から構成される多様な教員組織とが同

じ政策研究の場を共有する、他に類を見ない特色ある
大学です。 

堀江正弘　副学長、教授
プログラムディレクター（Young Leaders Program）
2001年 Business Week誌 Stars of Asia賞

（政治・行政部門）受賞

大田弘子　教授
元内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）

ウェイド・ファウ　准教授
プログラムディレクター（Macroeconomic Policy Program）
専門：財政学、社会保障と年金、金融論

Young Leaders Program 

(School of Government, School of Local Governance)　
アジアや中欧諸国等のナショナル・リーダーを育成し、日本を含め各国にお

ける行政分野のリーダー間のネットワークを構築する。

One-year Master’s Program of Public Policy (MP1) 

政府・国際機関で働くミッド・キャリアの行政官や職員が公共政策を分析・

設計する能力や、公共政策を管理・運営していくために必要なスキルを磨く

ことを目指す。

Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2) 

政府・国際機関で働くミッド・キャリアの職員が、公共政策を分析・設計・

管理運営していくために必要なスキルを磨く。

Public Finance Program（WB･WCO Scholarship Program)　
開発途上国の租税政策及び関税政策専門家を養成する。

Macroeconomic Policy Program　
マクロ経済政策の専門家を育成する。

　 
Disaster Management Policy Program　
開発途上国における防災分野の専門家を養成する。

Economics, Planning and Public Policy Program　
インドネシアのグッド・ガバナンスと経済発展に貢献する人材を養成する。

公共政策プログラム　
国政レベルの政策を中心に、政策分析力、政策構想力を磨き、政策研究の

最先端と実務の世界の架け橋となる人材を育成する。

開発政策プログラム　
国内外の地域開発政策や社会資本整備に携わる高度な専門家を育成する。

地域政策プログラム　
地域レベルの政策を中心に、政策に関する専門的知識及び技術に加え、高

度な政策構想力と行政運営能力を有する地方自治体職員を育成する。

文化政策プログラム　
文化的資源を対象とする政策の分析、評価、立案及び実施能力を有する人

材を養成する。

知財プログラム　
中央省庁、地方自治体、企業等における知財政策、知財戦略を企画・立案

できる人材養成を目的とする。

まちづくりプログラム　
まちづくりに関する政策立案や事業戦略策定を実証的な分析手法に基づい

て行うことのできる人材を養成する。

教育政策プログラム　
地域の教育課題を抽出・分析し、解決のための方策を構想・運営できる教

育行政専門家を養成する。

日本語教育指導者養成プログラム（留学生向）　
海外の日本語教育界における指導的な日本語教育研究者・教師及び日本語

教育の企画・推進の中心的な実務家を育成する。

修士課程
日本語で行われるプログラム

修士課程
英語で行われるプログラム

博士課程

*これらは、英語のみで学位が取れるプログラムです。ただし、入学者の希望にあわせて
日本語での授業や指導も行っています。

5年一貫博士プログラム
英語で行われるプログラム

政策分析プログラム　
政策課題を経済学の視点から理論的、実証的に研究・分析できる者を育成

する。

公共政策プログラム*　
多様な学問分野に基づいた方法論を用いて、高度な実務的専門知識と学問

的体系に沿った政策分析能力を有する政策研究者及び実務家を養成する。

安全保障・国際問題プログラム*　
安全保障・外交政策について高度な知識と専門性、戦略性を併せ持った実

務家および研究者を養成する。

防災学プログラム*　
水災害リスクマネジメント分野において国及び国際的な戦略・政策の企画・

実践を指導し、研究者を育成できる人材を養成する。

科学技術イノベーション政策プログラム*　
（旧科学技術・学術政策プログラム）
科学的なアプローチを用いて科学技術イノベーション政策の企画・立案、遂

行、評価、修正を行うことができる人材を育成する。

日本言語文化研究プログラム（留学生向）　
日本語に熟達し、日本語教育において優れた指導力を持ち、かつ日本の社

会及び文化について知識と理解力を備えた、指導的な研究者・教師及び自

国の日本語教育向上のための企画と推進の中心的な担い手となる実務者を

養成する。

政策プロフェッショナルプログラム　
事例研究の蓄積を通じて、政策の現場と学界の本質的な交流を促進し、高

度な実務的専門知識と学問的体系に沿った政策分析能力を有する実務家を

養成する。

GRIPSの教員は、国内外から政策研究の先進的研究者を国際公募によ
り登用しているほか、官界、国際開発等の分野において高度な資質を

有する実務経験者も結集しており、多様で層の厚い教員組織となって

います。

70名以上の専任の教員に加え、多くの非常勤教員や客員研究員を受け
入れており、学生のためにきめ細やかな指導を行っています。

GRIPSには、新卒者や民間で経験を積んだ一般応募者のほか、政策
分析のプロフェッショナルとしてそれぞれの職場で革新をもたらすため

の知識を得るため、毎年中央省庁や独立行政法人、全国36以上の地
方自治体等から、若手行政官が派遣されてきています。また、本学の

学生の60%以上は、世界50以上の国や地域から来ている留学生で、

その多くは自国での政策に携わっている行政官です。

出身国や文化、話す言語は異なっても、政策プロフェッショナルとして

目指す未来への想いは同じです。留学生との交流を通して、異文化を

肌で感じながら、グローバルな視点から未来を創る政策について考え

ることができる環境が、GRIPSにはあります。

学生派遣元・所属（修士課程・入学時）

多様な教員構成プログラム

全国及び世界各国の指導的人材を養成

400名の学生に対し、70名以上の専任教員 
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GRIPSの建物の設計は山下設計・リチャード・ロジャース設計共同体によるものです

本学の同窓会は、本学の前身である埼玉大学大学院政策科学研究科の同窓会組織を引き継いでい

ます。修了生数は、世界84カ国約2,814名にのぼり、同窓会は、世界各国の修了生、在学生、教
職員を結ぶ結節点の役割を果たしています。同窓会活動を支援するための同窓会支援室を設置し、

同窓会専用ホームページを開設するなど、積極的な情報発信によるコミュニケーションの充実に努め

ています。また国内外で年に数回、同窓会を開催し、教員・修了生間の新旧交流の場を設けていま

す。海外での国別同窓会は、世界約60カ国で立ち上がっています。
比較的新しい大学にも関わらず、GRIPSの修了生は国内外でそれぞれの分野において、目覚しい活
躍をしています。それぞれの国で行政官として上級ポジションに就いた修了生も数多くいます。2010
年にはブータン出身の本学修了生が、世界経済フォーラムより贈られる2010年Young Global Leader
賞を受賞しました。今後も修了生が増えていくにつれ、全国及び世界中で活躍するGRIPS修了生の
ネットワークが広がっていくことが期待されます。

堀江豊司氏（NTTインフラネット株式会社）
2009年修了　開発政策プログラム
社会人でありながら学生に戻る。初めは抵抗が

あったものの、GRIPSで過ごした1年3ヶ月は社会
に出る前の学生生活とは比べものにならない充実し

た日々でした。社会経験を活かした主体的な研究、

それを後押ししてくれる優秀な教授陣、行政や民

間企業からの幹部候補クラスの同級生たち。講義も意義深いものばかりで

した。会社での私の担当業務は通信用トンネルの維持管理であり、土木分

野がメインです。GRIPSは経済学中心と思われがちですが、計量データ
解析やアセットマネジメントなどの講義は、私の土木技術者としてのスキル

アップに極めて有益だったと実感しています。毎週の政策課題研究では、

自身の業務を修士論文のテーマとしました。

それまで社内に蓄積されたまま手付かずだった膨大な点検データを講義

で身に付けた手法で分析し、今後の維持管理のあり方を会社へ提言するこ

とで、留学させてくれた恩返しになると考えたのです。修了後本社へ配属

となった私は、GRIPSでの研究を活かし、予防保全型のトンネル維持管理
を全国展開すべく奔走し、多忙な毎日を送っています。短い期間でしたが、

GRIPSで得た知識や人脈は、将来にわたり私の貴重な財産です。

杉山亮一氏（広島県庁）
2001年修了　地域政策プログラム
私がGRIPSを修了して10年経ちましたが、私が

GRIPSで得たものは、幅広い分野の講義から得ら
れる広い視野、ポリシープロポーザル作成により一

つのことを深く探求するとともに何から何まで一人

でやりきる訓練、そして信頼できる人的ネットワー

クの三点だと思っています。

特に、毎年、開催される合同同窓会はもちろん、同期のメーリングリス

トによる情報交換も頻繁に行われていますし、各県に出張等で行った際

に同期や各期修了生と親交を深めることなど、修了後のネットワーク作り

には事欠きません。

修了後、数年して私は、再び東京勤務（内閣府）を経験しましたが、そ

の２年間の勤務を終えて地元に帰る当日に、どうしても私はGRIPSの旧校
舎跡地（新宿若松町）を訪れたくなりました。そこで、友と語らい、熱い議

論をし、そして一人で考え抜いた、あの１年間が、今でも私の職業人生の

原点になっており、それをもう一度、自分自身の中に刻みこんでおきたかっ

たからです。

皆さんもぜひ、様々な分野の優れた教職員の方々と最先端の施設、そし

て国内外の様々なバックグラウンドを持つ学生が渾然一体となった環境の

GRIPSで学び、通常の公務員生活では得られない貴重な経験を財産にし
ていただきたいと思います。

東京六本木にキャンパスを置くGRIPSは、日本の政策が形成される霞ヶ
関に近く、その好立地が現役実務者や民間企業、また世界的に著名な
研究者が集結する場を作っています。再開発が進み、アート、ショッピ
ング、飲食等に便利な六本木に位置しながら、GRIPSは研究に集中で
きる、静かな環境にあります。

専任の医師と看護師が学生、教職員の健康相談
に応じるとともに、怪我や
急病等の応急処置等を
行っています。
また学生の要望に応じて、
カウンセリングサービスの
紹介を行っております。

国際化の進展の中で、これからの行政官、特に将
来幹部となる行政官には、今後ますます国際舞台
に出て活躍することが求められます。英語での交
渉能力は必須であることから、GRIPSでは、アカ
デミックライティングセンターを設置し、外国人講
師により、実践的英語力を修得させる授業や、文
法の指導等を行っています。

日本語センター（Center for Japanese Language Learning; CJLL)は、日本の生活に
慣れない留学生や既に日本語を習ったことのある留学生のために、日本語の授業を
行っています。カリキュラムには文化体験やスピーチ大会なども含まれており多角的
に日本を知る機会を提供しています。

日本人学生と留学生が共同で利用する院生研究室
が整備されており、それぞれコンピュータを備えた
個人用のブースが用意されています。コンピュータ
は、在学中GRIPS
から貸し出されるも
ので、学外に持ち出
すこともできます。

学生、教職員が利用できるトレーニングセンター
を設置しています。

アカデミックライティングセンター

保健管理センター 学生用研究スペース トレーニングセンター

日本語センター

GRIPS奨学生制度
博士課程または政策分析プログラムの学生のうち、学業成績が特に優秀であり、かつ、人物としても申し分なく、
修学支援を与えることが適切であると判断された者を対象とします。

日本学生支援機構（JASSO）奨学金
意欲と能力のある学生に「教育を受ける機会」を保障し、自立した学生生活を送れるよう支援するものです。
詳細は、JASSOホームページでご確認ください。

その他の奨学金
その他の財団法人等から奨学金の募集があった場合は、申請することができます。

プログラムと奨学金
本学で学ぶ留学生の多くは、文部科学省及び国際機関等からの奨学金を得ています。

“My study at GRIPS enabled me to understand 
what public policy is all about and in fact it 
opened up a whole new world to my professional 
life, which basically made me fancy becoming a 
public policy analyst one day. 
I wish everybody a very good luck with your 
study at GRIPS. Enjoy your stay in Tokyo. ”

Tashi Wangmo, Bhutan
Member, National Council of Bhutan
Public Policy Program (2003)

*

*

学生支援

キャンパス

修了生と同窓会奨学金

充実したサポート体制

東京の中心地に位置する、静かな学びの舎

世界80カ国以上、2,800名以上の修了生




